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校務 DX 計画 

 

 本町ではＩＣＴやＩｏＴの積極的な活用等による行政運営の効率化を推進していくことを目的に

「会津美里町地域情報化推進計画」を策定し、地域の情報化推進を図ってきた。教育分野において

は、校務事務の効率化を図り、教員が児童生徒と向き合う時間を確保していくことなどを目的とし

て、統合型校務支援システムを令和３年度に導入し、デジタル化による業務の効率化を図る取組を進

めてきた。 

 こうした中 、文部科学省からは 、「ＧＩＧＡスクール構想の下での校務の情報化に関する専門家会

議」の提言や「ＧＩＧＡスクール構想の下での校務ＤＸ化チェックリスト」が示されるなど、一層の

校務ＤＸの推進が求められており、本町では以下のように 取組を推進していく 。 

 

１ 統合型校務支援システムを活用した更なる効率化 

 （１）紙書類の電子化、押印の見直し及びＦＡＸの削減などでのペーパーレス化の推進 

これまでの紙ベースの書類等において、統合型校務支援システム等の活用により、電子データ

で保存することや押印を不要とすることなどの見直しを図っていく。 

また、学校から教育委員会への提出書類を電子データとすることや提出を不要とすることなど

の見直しを進めるとともに、ＦＡＸについては、ネットワークの不具合発生時、緊急時等のＦＡ

Ｘの方が効率的な場合を除き、原則使用しないよう学校や関係機関等への働きかけを行ってい

く。 

 （２）県の次世代型校務支援システム導入に向けた協議への参加 

   現在の統合型校務支援システムは 、インターネット接続を経由しない閉域網のデータセンター

にてシステムやデータを管理するクラウド型である。将来的に、文部科学省が進めるパブリック

クラウド上で運用できる「次世代型校務支援システム」に切り替える場合は円滑な移行が可能で

あるが、次世代型での運用には、ゼロトラストの考え方に基づくセキュリティ対策を十分に講じ

る必要があることから、国の動向や技術的な情報収集を進めていく。 

また、令和７年度以降に県が行う予定の「次世代型校務支援システム」の導入に向けた協議に

参加するなどにより、調査研究を進めていく。 

 

２ CBT の活用 

  紙のテストに加え、小テストなどにＣＢＴ（Computer Based Testing）の活用を検討し、採点時間

の効率化を図るとともに、問題ごとの正答率が瞬時に表示されるなどのメリットを生かし、クラス

で正答率の低かった問題の振り返りを行うなど、きめ細かな指導に向けた効果的な活用方法を研究

していく。 

 

３ 教育情報セキュリティポリシーの策定 

  ＧＩＧＡスクール構想により１人１台のタブレットが整備されたことや、今後、次世代型校務支援

システム導入の動きなどが進んでいくことが想定されるため、町の情報セキュリティポリシーとは

別に、教育分野独自の教育情報セキュリティポリシーを策定することについて、文部科学省の「教

育情報セキュリティポリシーに関するガイドライン等」を参考にしながら、今後の策定に向けた 取

組を進めていく。 


